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問題意識をもち、自己の生き方を考える道徳の授業実現に向けて 

―「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して― 
 

佐藤 綾子（千葉市立小中台小学校） 

［研修先 千葉大学教育学部］ 

≪研究の概要≫ 

 本研究は、道徳科における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の在り方を明らかにし、それらを一体的

に充実させながら、児童の問題意識を生かした授業をすることで、自己を見つめ、これからの生き方を考える

児童の育成を目指すものである。児童は教材から考えたい「個別の問い」を、自分の経験や課題に基づいて一

人一人が選択した。「個別の問い」は、内容項目の道徳的価値を追究する共通課題「大テーマ」を解決するもの

として位置付けた。児童は、個人やグループ・学級全体での思考や議論を通し、ＩＣＴを活用して「個別最適

な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させながら、それぞれの「個別の問い」を追究した。その結果、

児童は、問いや思考ツールを選択することで学びを調整しながら、多面的・多角的に考えたり、自己有用感を

高めたりすることで、自己の生き方につながる納得解を導き出すことができた。 

 

１ 問題の所在 

 社会情勢の変動が激しい今日を生きる児童が、諸問

題に対し自分事（自分と関わりのあること）として主

体的に考え、自己の生き方を考える力を身に付けるこ

とは、これからの学校教育において大変重要であり、

道徳科は大きな役割を担っている。「「令和の日本型学

校教育」の構築を目指して（答申）」（中央教育審議会

2021）では、新しい時代を見据えた学校教育の在り方

が示された。道徳科においても、自立した学習者を育

てるため、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を

一体的に充実させる手立ての工夫が必要である。 

令和３年度道徳教育実施状況調査報告書（文部科学

省）によると、「道徳的価値の理解を自分との関わり

で深めるための指導」に56.9％の学校が、課題がある

と回答している。児童が学びの主体者となり自分事の

意識をもって考えるためにも、自分の経験や課題と結

び付けながら問題意識をもてるようにする過程を大

切に扱うべきだと考える。 

「千葉市学校教育の課題 21世紀を拓く」には、道

徳性を養うという学習目的を果たすためのＩＣＴの

活用が、道徳科の課題として挙げられている。また「令

和４年度全国学力・学習状況調査の結果について」（千

葉市教育委員会）によると、「意見交換をする場面」

におけるIＣＴ活用に課題がある。児童が考えを共有

する話合い活動にＩＣＴを活用することは、多様な考

えに触れ、自己の生き方を考えることにもつながると

考える。 

 そこで、本研究では児童が道徳的諸問題をこれまで

の経験や課題と結び付けて自分事と捉えることを「問

題意識をもつ」とする。そして、ＩＣＴを効果的に活

用しながら「個別最適な学び」と「協働的な学び」を

一体的に充実させることで主体的に考え、「自己の生

き方」につながる納得解を導き出す力を育む道徳科の

授業を実現させたいと考え、本主題を設定した。 

２ 研究の目的と方法 

(1)研究の目的 

道徳科における「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の在り方を明らかにし、ＩＣＴを効果的に活用し

ながら一体的に充実させ、児童の問題意識を生かした

授業をすることで、自己の生き方を考える児童の育成

を目指す。 

(2)研究の方法 

①研究主題に関する基礎的理論研究   ４～７月 

②検証授業の計画・検証前意識調査     ７月 

③検証授業の実施・毎授業後アンケート ９～11月 

④検証後意識調査             11月 

⑤検証授業の分析及び考察       10～12月 

⑥研究のまとめ            11～12月 



佐藤－2 

 

３ 研究の内容 

(1)研究主題に関する基礎的理論研究 

①道徳科の児童の問題意識について 

柳沼（2017）は、道徳科の主体的な学びについて「児

童生徒が問題意識を持ち、自己を見つめ、道徳的価値

を自分自身との関わりで捉え、自己の生き方について

考える学習とすること」と述べている。また、道徳科

において問題意識をもてるような指導の工夫として、

浅見（2023）は「授業の導入等で、これまでの体験を

想起したり、事前のアンケート調査により、問題とな

る実態を知ったり、教材から話し合うべきところを子

供が見付けたりして問題意識をもって授業に臨める

ようにしていく。こうして解決したい、みんなで話し

合いたい問題に出合うことにより、子供たちは自分と

の関わりで意欲的に考え、主体的に学ぶことができる

ようになる。」と述べている。 

これにより、児童が問題意識をもち、その「問い」

を追究していけるようにすることが、自分事として意

識しながら自己の生き方を考えることにつながると

考える。 

②道徳科の「個別最適な学び」について 

ア「個別的な問い」について 

 道徳科の「個別最適な学び」について、清水（2022）

は、道徳科の特質から「異なる目標に向けて、学習を

深め、広げる」という学習の個性化が基盤であり、そ

れを実現する上で、教師は児童が考えたい「個別的な

問い」を大切にし、考える価値のある問いを児童自身

が設定して追究していけるような授業づくりを行う

ことが重要だと述べている。道徳科の授業で教材に出

合った児童は、これまでの経験や価値観と結び付け、

疑問をもったり登場人物に自分を重ねたりして考え

る。そこから生み出される問いは児童の問題意識その

ものであり、本来、多種多様となるだろう。授業の中

で、自分事の問題意識をもって考え続けるためには、

「個別最適な学び」の学習の個性化に焦点をあて、そ

れぞれが問題と捉え、考えたいという思いのある問い

を追究し、納得解を導けるようにしていくことが大切

であり、その納得解こそが自己の生き方につながると

考える。 

 児童の問いを基に学習過程を構築した先行研究に

よると、東京教育研究所「特別の教科 道徳」研究委

員会（2023）は、価値に関する児童へのアンケート結

果から、共通の学習課題を児童と共につくる実践を行

った。これにより主体的な学びにつながったが、共通

の学習課題が一人一人の問題意識に合う「個別最適」

であったかに関しては、疑問が残る。個々の問題意識

を生かし、個別的な問いをそれぞれが追究できるよう

な「個別最適な学び」のための手立てが必要ではない

かと考えた。 

そこで、本研究では児童それぞれが個別的な問いを

授業を通して追究していくことを「個別最適な学び」

の工夫とする。 

イ事前学習について 

 東京教育研究所「特別の教科 道徳」研究委員会

（2023）は、道徳科における「個別最適な学び」を児

童一人一人が、導入段階でその児童の日常における道

徳的問題を振り返り、個々の「学習課題」として認識

することと述べ、そのための指導の工夫として「事前

の取組」を挙げている。 

 そこで、本研究では「個別最適な学び」の工夫とし

て事前学習を朝学習に位置付ける。「価値についての

事前アンケート」で、道徳的価値についてこれまでの

自分の経験や課題を振り返ることで、児童は自己理解

を深め、問題意識をもって授業に取り組めるようにす

る。また、教師も児童の道徳性を把握し、授業づくり

に生かす。 

③道徳科の「協働的な学び」について 

永田（2022）は、「「自分事」は、周囲の「他人事」

を重要な他者として受け止めてこそ、一人一人の「納

得解」につながる。また、それは多様な他者との協働

的な学びである対話や議論による多面的・多角的な思

考の中で強められる。」と述べている。つまり、道徳科

の授業で考えを伝え合う「協働的な学び」の過程を組

み込むことは、自分事の意識をもって考えるという意

味からも不可欠である。自分の考えを話しやすくする

ために小集団の場を設定した後に、全体で意見を共有

することは、多面的・多角的思考をさらに広げること

にも効果があると考える。 
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④道徳科の「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

一体的な充実について 

 令和４年度千葉市教育センター紀要「授業改善に関

する研究」では、児童の主体性を促す「個別最適な学

び」を充実したことにより、自然に児童主体の「協働

的な学び」へつながるという成果を挙げている。道徳

科においても道徳的価値や教材に出合う段階での「個

別最適な学び」の工夫が重要だと考える。事前学習に

より、児童は問題意識をもち、自分事として道徳的諸

価値に向き合うことができるだろう。この主体的な思

考は、「友達の考えも知りたい」という思いになり、

必要感のある「協働的な学び」へつながる。さらに「協

働的な学び」を終末の「個別最適な学び」に生かして

いくことは、今後の自己の生き方につながる納得解を

導き出すための手立てとなる。また、多面的・多角的

思考をさらに広げるために、ＩＣＴの活用も有効だと

考える。ＩＣＴの活用により、小集団での話合いを共

有しやすくするだけでなく、共有したことを基に話合

いを活発にすることが期待できる。 

(2)学習構想 

 
［図１］学習構想 

基礎的理論研究を踏まえ、児童の問題意識を生かし

た「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な

充実を図るための学習構想（［図１］）を設定した。本

研究では「児童一人一人が「個別の問い」をもち、個

人やグループ、学級全体での思考や議論を通して追究

し、納得解を導き出すこと」を目指す。 

①「個別の問い」と「大テーマ」 

「個別の問い」は「大テーマ」を解決するために児

童が考えたい問いであり、一人一人が自分に合った

「個別の問い」を選択し、学習を通して追究する。 

「個別の問い」は、教師があらかじめ主題やねらい

に沿った発問を五つ程度用意する。児童はその中から、

自分の経験と結び付け問題意識に合うものを一つ選

択する。議論を通して、自己の生き方につながる納得

解を導き出すことができるよう、柳沼、竹井（2018）

の文献を参考に、多様な考えが出る発問を「個別の問

い」として整理した（［表１］）。この５分類11種類の

発問例を基に、授業で活用する教材からねらいに迫る

「個別の問い」を設定する。なお、後述する「話合い

のガイド」（［図２］）も同文献から整理したものである。

３次実践以降は、自分で問いを立てるという選択肢も

つくり、さらに「個別の問い」が自分事で考えられる

問いになるよう配慮した。自分で問いを立てた児童は、

３・４次は０名、５次は４名であった。  

［表１］「個別の問い」 

 

「大テーマ」は教材から考えるべき価値の意義を問

うもので「個別の問い」を包括する道徳的価値を追究

する発問である。個別の学びが孤立した学びとならな

いよう、「大テーマ」は共通の問いとする。また、「大

テーマ」があることで、「個別の問い」での学びを生か

し、道徳科の重要な学びである価値理解、自己理解、

他者理解を深めることができる。 
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②児童のＩＣＴ活用 

ア学習履歴「学びのあしあと」 

ＩＣＴを活用し、学習履歴「学びのあしあと」を残

すことで、一連の学びを整理し振り返ることができる

ようにする。入力事項は［資料１］の通りである。 

［資料１］児童の学習履歴「学びのあしあと」入力事項 

事前学習で、価値についての経験や課題を関連付け

ながら、自分事で考えられる「個別の問い」を選択し、

「学びのあしあと」に入力する。ＩＣＴの活用により、

友達の考えに左右されずに自分で「個別の問い」を決

めることができる。また、「大テーマ」の解は、ＡＩテ

キストマイニングで出現頻度を分析する。事前学習で

の解と、学習を通して得られた解を比較することで、

出現頻度が高い言葉だけでなく、ねらいに迫る言葉に

着目させたり、少数意見を取り上げたりすることがで

きる。 

学習の振り返りは、「個別最適な学び」への配慮とし

て「学びのあしあと」の入力とワークシートの記入を、

児童が選択する。教師はコメントを返し、児童が学習

を振り返ることができるようにする。 

イ意見交換の場での活用（Jamboard による共同編集） 

 ＩＣＴを活用した共同編集により、自分の考えを表

現するだけでなく、話合いで出た考えを協力して編集

することができ、多くの考えを短い時間でシートに書

き出すことができる。さらに、各グループのシートに

書き込まれた考えを閲覧できるので、意見共有も容易

である。 

③「話合いのガイド」 

本研究では、それ

ぞれが選んだ個別の

問いを追究していく

ため、同じ問いを選

んだ３～５人のグル

ープにおける話合い

を充実させる手立て

が必要である。そこ

で、「話合いのガイド」（［資料２］）を活用する。「話合

いのガイド」は、児童の発言について教師がする切り

返しの補助発問をまとめたものである。このガイドを

頼りにしながら、児童同士で質問や問いかけを投げか

け合うことで「協働的な学び」が深まると考える。     

④道徳通信「Refine your mind!」 

 児童が学習した内容を振り返ったり、家庭で共有し

たりすることが、児童の道徳的実践意欲や態度につな

がると考える。そこで、授業後に学習の内容をまとめ

た道徳通信を発行する。大テーマ、教材のあらすじ、

個別の問いとその問いを選んだ児童の考え、グループ

の話合いを書き出した Jamboardの画像、大テーマに

ついてのＡＩテキストマイニングの分析（事前と終

末）、児童の学習の振り返りを載せる。これらの内容

は、授業でＩＣＴを用いて活用するものであるので、

作成に負担がないという利点もある。 

(3)検証授業の計画 

①対象 千葉市立小学校 

６年Ａ組（37人）、６年Ｂ組（37人） 

②期間 令和５年９月～11月 

③検証授業の概要 

［表２］検証授業の概要 

 ［資料２］話合いのガイド 
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④検証方法 

五つの実践は、「価値理解」「問題意識をもてたか」

「自己の生き方を考えることにつながったか」の三つ

の視点で検証を行う（［表３］）。 

［表３］検証の視点と方法 

 

なお、「自己の生き方を考えることにつながったか」

についての振り返りの記述については、長谷（2022）

の類型（［表４］）を基に分類する。分析にあたっては、

類型１を値１、類型４を値４として、児童が自分事の

意識をもてているかを数値化する。なおこの分類は、

道徳的価値と自分自身を紐付けたものであるので、価

値理解を見取ることもできる。 

［表４］自分事として捉えた記述内容の類型 

 

(4)検証授業の分析・考察 

紙幅の関係上、主に５次実践の概要を取り上げる。

学習構想の各過程に基づいて考察する。 

 
［資料３］５次実践教材「ここを走れば」あらすじ 

①「問題意識をもつ」（事前）過程について 

 問題意識を高めるため、事前学習で共通課題である

「大テーマ」やこれまでの価値に対する自分の経験や

課題について考え、一人一台端末タブレットＰＣ（以

下「ギガタブ」という）を活用し、「学びのあしあと」

に入力した。検証後の意識調査（［表５］）から、児童

は「個別の問い」を自分とつなげて捉えていることが

わかる。教師が用意した「個別の問い」の中から選択

することは、児童が自分事の問いをもつことになって

いたといえる。 

［表５］「個別の問い」に関する検証後意識調査 

 

問いを自分で立てた児童は、各クラス２名ずついた。

問いの精錬やグループの話合いの際にどのように学

習を進めるかなど、個別に対応した。学習では、自分

で問いを立てた児童同士で意欲的に意見交換してい

た。しかし、異なる問いを考えている児童同士の話合

いが、多面的・多角的思考を促すものであったか、「協

働的な学び」が個別の学びの妨げとならなかったか等、

実数が少なく検証するには至らなかった。 

また、児童は家庭学習で「個別の問い」についての

考えをワークシートに記入した。授業後のアンケート

では、「個別の問いについて自分の考えをもって学習

にのぞんだ」という質問に対し、全ての実践で 97％以

上の児童が肯定的回答をしている。学習過程に事前学

習を組み込むことで、児童はじっくりと問いに向かい

合い考えをもつことができた。さらに、授業において

も話合いや考えの共有、個人の学習を深めるための時
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間の確保につながった。 

これらのことから事前学習は、問題意識をもち、学

習で話し合う材料を得るための「個別最適な学び」と

して、効果があったといえる。 

②「個別の問いの追究」について 

 「協働的な学び」として、児童は同じ「個別の問い」

を選んだ友達とグループを組み、考えを話し合った。

事前学習で自分の考えをもった状態で活動を始めて

いるので、活発な話合いをしていた。「話合いのガイド」

を活用し、自分たちで話合いを広げていく様子が見ら

れた。検証後意識調査では、71.5％の児童が「話合い

のガイド」を活用したと回答している。 

個別の問い○C「守る人と守らない人、規則についての考えはそれぞれ

どんなものでしょう。」 
A 守る人は正義感が強いってことかな。守らない人は何を考えている

んだろう。 

B 守らない人も理由はあるんだと思う。でも、一番強いのは「みんな

がやってるから」じゃないかと思う。 

C他の人が気を付ければいいっていう考えかな。 

Dもし、自分がこういう状況だったら、守れるかな。 

E命がかかっているなら、路側帯を走るかな。 

C最後に会いたいから走るかも。 

Aぼくも走るかもしれない。 

D 私も走るかもしれない。でも、路側帯を通ってしまって救急車が通

れなくなったらどうなる。そこにも命がかかっているんだよ。みん

ながやっているからって、真似する人もでてきそう。だから、すご

い迷う。 

A（「真似する人も…」にうなずいて）ちょっと待って。やっぱり走ら

ない気がするな。 

Cいや、自分はそれでも走る。 

B でもさ、おじいさんはそれで喜ぶのかな。だって人に迷惑をかける

ことを嫌うおじいさんだよ。（以下省略） 

＊新たな視点の提案   自分事の意識 
［資料４］グループの話合いの様子 

 ［資料４］のように児童は、自分たちで質問や意見

を投げかけ合い、多面的・多角的思考を促したり、葛

藤を生み出したりする等、主体的に話し合う姿が見ら

れた。自分事で考えられる「個別の問い」を追究した

からこそ、必要感のある「協働的な学び」につながっ

た表れといえるだろう。友達の考えが自分にない、参

考になるものだった場合は、ワークシートに青で加筆

した。初めの自分の考えと新たに出合った考えの変容

に気付くことができた。 

教師は、グループの話合いの内容を把握しながら、

ねらいに迫ることができるよう、発問を投げかけてい

った。「おじいさんがきまりを破ったことを知ったら

どう思うかな。」「渋滞の列に並んでいる人はどんな気

持ちだろう。」「ぼくの思いは理解できるかな。」「きま

りを破ったら、あなたはどんな気持ちになる。」等、多

面的・多角的に考えられる発問や自我関与して考えら

れる発問で、さらに話合いを充実させていった。 

③「多面的・多角的に考える」過程について 

 グループの

学びを、共同

編集と意見共

有から、多面

的・多角的思

考を促す手段として、Jamboardを活用した（［資料５］）。

共同編集のツールは、ギガタブ、ホワイトボード、紙

からグループの相談により選択し、必要に応じて思考

ツールも活用できるようにした。編集ツールを選択す

ることで、児童は学びの調整を図りながらグループの

学びを表出することができた。編集ツールはギガタブ

を選択するグループが圧倒的に多かった。検証後の意

識調査では、「ギガタブを使うと、グループの話合いを

グループの友達とまとめるときに便利だと感じる」の

質問に、94.3％の児童が肯定的回答をしており、児童

が共同編集のよさを感じていることがわかる。 

共同編集した Jamboard を互いに見合い、意見共有

をした。友達の考えに共感したり納得したりした場合

には、Jamboardの付箋の語尾に「！」を付け、自分の

納得解につなげる活動をした。共通課題である「大テ

ーマ」により、児童は違う問いを考えていた友達の考

えも、自分の納得解を得るために参考にする姿が見ら

れた。検証後の意識調査では、「意見共有をしたときに

「！」がつくことは、友達が考えを深めたり広げたり

することに自分の考えが役立っていたことだと思う」

の質問に、90.0％の児童が肯定的回答をしており、意

見共有は個の学びを支え、さらに自己有用感の高まり

も促していたことがわかる。 

 また、「個別の問い」の話合いや共有を「大テーマ」

につなげる活動として全体での話合いをした。教材の

場面だけでなく、自分の経験や課題と結び付けて考え

られるよう、学習履歴を振り返りながら、「個別の問い」

追究場面の児童の意見を意図的に取り上げ、価値理解

について自分の考えをまとめた。 

価値理解に関して「大テーマ」の児童の記述を事前

［資料５］共同編集（Jamboard） 
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学習と終末で比較したところ、ねらいである「法やき

まりは自他の安心・安全な生活を守るためにあること」

に気付いた児童は34.8％から72.5％に上昇した。「個

別の問い」の追究や多面的・多角的に考える過程は、

ねらいに迫るために有効であったといえる。 

④「納得解を得る」過程について 

［資料６］は、児童の振り返りの記述である。F 児

は、この学習の学びについて、法やきまりは自他の安

全や暮らしを守るためにあると、ねらいに迫る記述し

ている。また、きまりを守れないこともあるという自

分の課題に結び付け、今後は皆の幸せで安全な暮らし

のために守っていきたいという自己の生き方につな

がる納得解を導き出すことができたことがわかる。 

F児： 私は今日の学習から、法や決まりを守ることは、他の人も笑顔

で安全に過ごすためにあるのではないかと思いました。また、法や決

まりは誰もが気持ちよく暮らすためにあるのではないかとこの学習か

ら改めて考え直しました。私も時々決まりを守れないこともあるけれ

ど、もしそのことが命に関わることだと考えると、やはり必ず守らな

いといけないことなんだなと思いました。これからは、誰もが幸せに、

そして安全に暮らしていくためにも、法や決まりを守っていきたいな

と思いました。そして、皆が笑顔になれる暮らしにしたいです。これ

からは、もっと注意して法や決まりを守っていきたいです。 

G児： この学習の前までは、守っていないきまりが何個かありました

が、この学習を通してたとえどんな理由があっても、きまりがあるこ

とで得をする人が世の中にはたくさんいることがわかったことで、こ

れからはちゃんと守りたいなと思いました。きまりを守らない理由は

「みんなやっている」や「今回だけ」などといった軽い気持ちからで

きているので、これからはこのような気持ちを抑えるために意識した

いです。 

①この学習での学び  ②自己の経験やこれからの生き方（原文ママ） 

［資料６］児童の学習の振り返りの記述 

⑤「道徳的実践意欲と態度を育む」（事後）過程につ

いて 

 検証後の意識調査によると、「学びのあしあとに、自

分の考えを残せることがよい」の質問に強い肯定は

77.1％であり、否定的回答は０％であった。「学びのあ

しあとの「先生から」の欄を読んで学習を振り返った」

の質問にも、87.2％の児童が肯定的回答をしており、

ＩＣＴで学習履歴を残すことは学習を振り返ること

にも効果があるといえる。 

 また、「道徳の授業で学習したことを、日常生活で行

動にうつすことがある」と「道徳通信をもとに、家の

人と道徳の学習について話をした」は、相関係数が

0.54（CORREL関数による）で、この二つは正の相関関

係があり、その関係性は強い。家庭で学習を振り返る

ことが、児童の道徳的実践意欲と態度を高め、行動に

表すことに有効であったといえる。 

(5)実践後の児童の変容 

①全体の傾向 

 ［表６］は検証前後の意識調査で、肯定的回答をし

た児童の割合である。 

［表６］道徳の授業とＩＣＴに関するアンケート 

 

 この結果から、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

を一体的に充実させながら「個別の問い」を追究する

学習過程は、児童が道徳的問題を自分事として考える

こと、主体的に学習すること、多面的・多角的思考を

深める ことに効果があったことがわかる。また、自

分を見つめて考える場、自己決定の場、意見共有の場

でＩＣＴの活用が効果的であるといえる。 

また、終末の学習の振り返りの記述を［表４］を基

に分類、数値化し、平均値を算出した（［表７］）。 

［表７］自分事の意識の分析(振り返りの記述より)最大値４ 

 

 児童は、五つの実践を通して自分事の意識を高めて

きたことがわかる。道徳的価値を自分の経験や課題と

関連付けて「個別の問い」を追究することで、学習し

たことをどのように生かすかという自己の生き方を

考える力を付けることができた。 

②抽出児の変容 

Ｈ児は、学習の理解が高く、学級でもリーダー的存

在である。しかし頑固な一面があり、一度自分で決め

たことは曲げられない性格である。この実践を通して、

自己評価の変容が見られたことから、インタビュー調

査を行った（［表８］）。 

［表８］道徳の授業に関する意識調査（Ｈ児の自己評価） 

 
(４とてもそう思う、３そう思う、２あまりそう思わない、１思わない) 
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 Ｈ児に、道徳の学習で自分事として考えることにつ

いて尋ねると、「今までそんなことを意識したことが

なかった。でも、「個別の問い」を選ぶことで、自分の

ことにつなげて考えやすい問いと、考えにくい問いが

あることがわかった。」と答えた。 

また、グループで話し合うことが好きになったこと

について「グループの話合いが盛り上がって、楽しか

った。」と答えた。その理由として、これまでの話合い

は個々に意見を言って終わりだったのに対し、本実践

では同じ「個別の問い」について「話合いのガイド」

を活用しながら友達と考えたので、活発に意見を交換

し合うことができたということを挙げた。友達と議論

したからこそ、友達の意見を取り入れられるようにな

り、迷ったり自分の考えが変わったりしたと話し、協

働的に学ぶ姿が見られた。 

これらのことから、本実践中、Ｈ児は主体的に学ぶ

ことができたといえるだろう。そして「個別の問い」

を選択することは、自分事で考えることを促し、さら

に、同じ「個別の問い」を追究する友達との「協働的

な学び」が、多面的・多角的思考をもつことのよさに

気付かせていることがわかる。 

４ 研究のまとめ 

(1)成果 

①問題意識をもてるようにする「個別最適な学び」 

 児童が、事前学習で「個別の問い」を選択し追究す

ることは、問題意識をもち、自分事として教材の内容

や価値について考える「個別最適な学び」として有効

であった。 

②道徳科における「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の在り方 

 「個別の問い」、共同編集ツール、振り返りの記述を

選択するという「個別最適な学び」への手立てにより、

児童は学びの自己調整をしながら主体的に学習する

ことができた。また、必要感のある「協働的な学び」

は、児童の多面的・多角的思考を促したり、自己有用

感を高めたりした。この学習構想は、道徳科において

児童が自己の生き方につながる納得解を導き出す学

習の一つの在り方として有効であったといえる。 

③ＩＣＴの有用性 

 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を充実させ

るツールとして、ＩＣＴの活用は有効である。特に「個

別最適な学び」として学習履歴、「協働的な学び」とし

て共同編集や意見共有でＩＣＴを活用することで、児

童は自己を見つめたり、自己決定したり、多面的・多

角的に考えたりすることができた。 

(2)課題 

①児童主体の問いづくり 

本研究における「個別の問い」の選択は、児童が自

分事の問いをもつことの経験を培うことに寄与した。

しかし、一人一人が、より個々の経験や課題に合った

問いをもち、学習を通して追究していくためには、児

童が自ら問いをつくる力を段階的に育てていくこと

が求められる。 

②学習構想に適した内容項目や教材選択 

 五つの実践では、「個別の問い」を設定するために葛

藤要素があり複数の人物が出てくる教材を扱った。し

かし、学習構想を実現するために適した内容項目、教

材の内容については、吟味が必要である。 
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